
 
    

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

                                            NO.９０ 

                                  ６月号 
平成２７年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

  
 
  
  

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

 先月、文部科学省で「デジタル教科書の位置付けに関する検討会議」が開かれました。 
テレビや新聞などでも話題となっておりますが「デジタル教科書」とは、どのよう教科書なのか、

みなさんはご存知でしょうか。また、インクルーシブ教育の視点から「拡大教科書」や「（マルチ

メディア）デイジー教科書」についても耳にされることが増えているのではないでしょうか。   
ここでこれらの教科書について、簡単に説明したいと思います。 

【デジタル教科書】 

デジタル教科書は、「デジタル機器や情報端末向けの教材のうち、既存の教科書の内容と、それ

を閲覧するためのソフトウェアに加え、編集、移動、追加、削除などの基本機能を備えるもの」で

あり、主に教員が電子黒板等により子どもたちに提示して指導するためのデジタル教科書（以下「指

導者用デジタル教科書」という。）と、主に子どもたちが個々の情報端末で学習するためのデジタ

ル教科書（以下「学習者用デジタル教科書」という。）に大別される。 

現在、教科書発行者から発行されているのは、いずれも指導者用デジタル教科書である。 

また、これは教科書に準拠しているものの、法令上は教科書とは別の教材に位置付けられる。        

＜引用：文部科学省 学習者用デジタル教科書・教材の開発＞ 

【拡大教科書】 

弱視児童生徒のために検定済教科書の文字や図形を拡大等して複製し、図書として発行している

もの。なお、「拡大教科書」は、ボランティア団体等の個人が発行しているもののほか、出版社等

の企業や社会福祉法人で製作・発行しているものがある。 ＜引用：文部科学省ホームページ＞ 

【（マルチメディア）デイジー教科書】 

通常の教科書と同様のテキスト、画像を使用し、テキストに音声をシンクロ（同期）させて読む

ことができるもので、ユーザーは音声を聞きながらハイライトされたテキストを読み、同じ画面上

で絵をみることもできる。（公財）日本障害者リハビリテーション協会では、2008年の9月よりマ 

ルチメディアデイジー教科書を通常の教科書では読むことが困難な児童生徒に提供を始めた。                 

＜引用：（公財）日本障害者リハビリテーション協会ホームページ＞ 

 
このように、拡大教科書やデイジー教科書は、通常の教科書を児童生徒の実態に合わせて、拡大

印刷または、デジタル化したもので、通常の教科書の内容と同じです。（これらの教科書の利用等

に関しては、担任にご相談ください。） 
しかし、現在のデジタル教科書は、通常の教科書とは別の教材であるという位置づけになってい

ます。文部科学省では、今後、複数回にわたって有識者を集めて検討会議を重ね、「デジタル教科

書」に関する今後の位置づけや、内容等について話し合っていくそうです。 

 
 平成２７年度 学校図書館年間利用計画（小学校版）を、教育センターホームページに掲載しました。
相互貸借の際にご活用ください。小学校は教科書が改訂されましたので、単元等を間違えないようにご確
認ください。中学校の教科書改訂は、平成２８年度の予定です。 

お知らせ 

本校では、年３回、読書祭りを実施しています。 
読書祭りのイベント期間中は、百人一首大会の個人戦 

や団体戦を行い、クラスの応援も大変盛り上がります。 
また、図書委員による絵本のお話を劇にした発表や、 

子どもたちが様々な本を手に取れるような沢山の催しが 
行われ、普段以上に図書館が賑わいます。 
ペア学年の相手におすすめの本を紹介する「レター 

ポップ」作りに全校で取り組んだ時は、掲示された作品を 
熱心に見つめ、友達や先生方が紹介してくれた本を一生懸 
命に探して、嬉しそうに借りていく子どもたちの姿が多く見られました。今学期も６月に開催します。 
子どもたち一人一人が、それぞれの本の世界に出会えるように、本と子どもたちを繋ぐかけはしに 

なれたらと思っています。 
市川市立鶴指小学校 学校図書館員 西澤 英子 

 東京学芸大学附属小金井小学校 司書 中山美由紀 様をお招きして、演題「未来を紡ぐ学校図書

館－子どもたちの成長を支援する－」のご講演をいただきました。 
 当日は、市内の学校図書館員が教育センターに集まり、みな熱心に講師のお話に耳を傾けて
いました。 
 前半は、図書館に関する基礎的な知識について、後半は、授業実践に関する学校図書館支援
の在り方について、豊富な資料とともに、詳しく、また、わかりやすくお話してくださいまし
た。インクルーシブ教育における合理的配慮等にも触れ、学校図書館における支援の在り方に
新たな視点を与えていただきました。 
 東京学芸大学では「先生のための授業に役立つ学校 
図書館データベース」を開設しています。多くの実践 
事例が掲載されており、日々の学習活動に大いに役立 
てることができます。 
 市川市の実践報告も掲載されていますので、積極的 
に活用していただければと思います。 
（掲載にあたっては、学校長の許可及び教育センター 
への連絡をお願いします） 

  

学校図書館員研修会  (6/10) 

全校レターポップ作り 


